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黌に学ぶ。約 3 年間の遊歴を経た後、仙台藩藩校養賢堂の学頭に就任、嘉永 3（1850）




































































































































































































設置（1815 年）、蘭学⽅の設置（1821 年）、医学館に蘭科を設置（1822 年）と相
次いで改⾰が⾏われた。他藩と⽐べても、医学館や蘭学⽅を設けた時期の早さは
注⽬される。また、それらが別々に、藩校内の蘭学⽅と、医学館内の蘭科と⼆つ
に分けられたことも仙台藩の特徴である。 
 続いて、10ヶ条の上書「新養賢堂⼤槻⺠治学制⼤改⾰建⽩」をもとに、平泉の
学制改⾰の背景について検討する。 
平泉は養賢堂を「御⽤」に⽴つ⼈材育成の場と考えた。そのために、「異学」で
はなく、「正学」を学ぶべきことを主張した。また、武⼠の学問は、「家業⼈」の
学問とは異なることを述べる。当時⼀般的であった講釈や輪講といった教育⽅法
では、弁⾆の巧みさが養われるだけである。そうした⼝先の技法でごまかすこと
なく、出仕後に「御⽤」に⽴つことを常に想定しながら、⾒せかけでない学⼒を
⾝につけるべきことを平泉は説いたのであった。さらに、学校を学問成就の場と
しても捉え、指南役には学校で⼈材育成をする⼀⽅で、⾃らの学問を深める役割
も求めた。 
 
 第四章「養賢堂における蘭書の利⽤」では、平泉が⾏った学制改⾰の結果とし
て、仙台藩にどのような蘭学が興ったのかを明らかにするため、養賢堂で使⽤さ
れていたと考えられるオランダ語史料に着⽬し、養賢堂における蘭学の実践例を
考察した。 
 養賢堂には和書のみならず、多数の蘭書・洋書が取り揃えられた。平泉が「外
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交ノケンネン」を抱き（『養賢堂雑纂』宮城県図書館所蔵）、蘭書・洋書を買い求
めたことも養賢堂の蔵書が充実した⼀因であったと考えられる。明治維新後に散
逸の危機もあったが、伊達家の尽⼒により、現在、宮城県図書館には 251点の洋
書が残る。 
本章では⼆つの史料を中⼼に考察した。その史料の⼀つは「養賢堂蘭学写本」
（鶴⾒⼤学図書館所蔵）である。これらは版⼼に「養賢堂」と書かれた横罫線の
⽤箋が閉じられた 8冊の帳⾯である。オランダ語の⽂章が筆写され、その傍らに
⽇本語訳が書かれ、また枠外には翻訳⽂が書かれているものもある。 
これらの資料について、まず何を筆写したものであるかを明らかにした。オラ
ンダ語の⽂章を分析した結果、主に蘭学者の間に流通していた百科事典や学芸辞
典（たとえば「クーランテントルコ」と呼ばれるヨハン・ヒュブネルの百科事典
や「ボイス学芸辞典」と呼ばれるボイスの⽣活知識事典など）、⾃然科学に関する
蘭書（たとえばハウトインの『⾃然誌』やマルティネットの『博物問答書』など）
を筆者したものであることがわかった。 
また、和訳部分を詳しく分析すると、当時の蘭⽇辞典『訳鍵』を⽤いて翻訳に
挑んでいたことが明らかになった。さらに、翻訳の有り様を⾒ると、これらは⼤
槻⽞沢が後に「旧法」と⾃称することとなる、逐語訳的な⼿法が取られていた。
すなわち、オランダ語⽂法を介した翻訳⽅法にはまだ⾄らなかったのである。 
もう⼀つのオランダ語史料である「蘭⽂旧約聖書ダニエル書」（⼀関市博物館所
蔵）は、名前の通り、旧約聖書のダニエル書の内容が書かれた⼀冊の帳⾯である。
⼤槻⽂彦により、本書は平泉が旧蔵していたもので、史料に書き込まれた朱字も
平泉の筆跡であろうことが記されている。 
本章では、その翻刻を⾏い、さらに内容について考察した。その結果、旧約聖
書⾃体の内容を写したものではなく、百科事典の DANIEL の項⽬を転写したも
のであった。 
本史料の朱字は、さも本⽂の翻訳であるかのように⾒えるが、実は異なる。そ
もそも辞典の⽂章は第⼀章、第⼆章と各章に分けての説明はされておらず、本⽂
の内容を読んで理解した上で朱字を書いたとは考えられない。何か別の書物を利
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⽤して、本⽂の要約を記したものと考えられる。 
また、たとえ辞典の⼀項⽬であれど、キリスト教に関する書物を翻訳していた
ことが発覚することは最も恐るべきことであったはずである。その為か、本史料
の朱字には、キリスト教の神の奇跡に関する部分が徹底的に削除されている。本
史料は、近世後期に百科事典という媒体を通して、キリスト教を知ろうと試みた
ことを⽰す事例として有⽤である。 
 
本研究では、⼤槻平泉を中⼼に、彼の経世論および学制改⾰、その成果として
の養賢堂における蘭書翻訳の実態について考察してきた。平泉は、遊歴中にレザ
ノフの⼀件を⽬撃したことで、対外的危機感を強く抱き、それが「御⽤」に⽴つ
⼈材育成の⽅針に繋がった。こうした⽅針が良くも悪くも功を奏し、平泉による
学制改⾰後の藩校では、より実学的な側⾯が強化されたと⾔える。それゆえ、櫻
⽥⻁⾨に批判される訳であるが、しかし⼀⽅で、蘭学・ロシア学の発展、幕末に
は⻄洋軍艦開成丸の建造など、全国的にも優れた功績を残す結果となったのであ
った。 
これまで、⼤槻平泉も、仙台藩の教育も、全国的に⾒れば、注⽬されることは
多くなかった。それは彼らの歴史が地域史として分断されていたためである。し
かし、地域史は地域史として囲い込むのではなく、他との繋がりの中で捉えるこ
とが重要である。 
平泉は、⻑崎で中野柳圃から得た知識を、帰路、京都にて辻蘭室に教授し、ま
た養賢堂の学制改⾰の際には、江⼾の林述斎・堀⽥正敦らと話し合いながら案を
作り上げるなど、仙台という地域の中だけで⾒るのではなく、全国的に、他者と
の繋がりを通して⾒ることで、平泉が果たした役割の重要性が明らかとなった。
このように、ネットワークを通した学問や思想のあり⽅を問うことにより、地域
史を地域史として独⽴したものではなく、包括的に捉えることができる。本論⽂
ではその⼀端を⽰したに過ぎないが、遊歴中の交流や書簡を検討することにより、
今後より明らかになってゆくであろう。 
